
項 ⽬ 内 容
名称 アミグダリン、レートリル、レトリル [英]Amygdalin、 laetrile [学名]-

概要 アミグダリンは、レートリル (レトリル) とも呼ばれ、アンズ、ウメ、モモ、スモ
モ、アーモンド (ハタンキョウ) 、ビワなどのバラ科サクラ属植物の未熟果実の種
⼦にある仁 (じん、カーネル) に含まれる主要なシアン化物産⽣性配糖体である。
咀嚼、消化の過程で有毒なシアン化物を産⽣する。未熟な果実の果⾁や葉、樹⽪に
も　微量含まれている。過去にアミグダリンをビタミンB17と呼び、ビタミンとする
主張があったが、この説は現在では否定されている。これはアミグダリンが⽣体
の代謝に必須な栄養素ではなく、また⽋乏症も報告されていないためビタミンの
定義には該当しないためである。

法規・制度 ■⾷薬区分
・キョウニン (アンズ／クキョウニン／ホンアンズの種⼦) 、トウニン (種⼦) :「専
ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料)」に該当する。
・カンキョウニン、トウニン (葉・花) 、ウメ (ウバイ) の果⾁・未成熟の実︓「医
薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」に該当
する。

■海外情報
・⽶国のFDA (⾷品医薬品局) は、⽶国内でのアミグダリンおよびレートリルの販売
を禁じている 。
・FSANZ (オーストラリア・ニュージーランド⾷品基準局) は、オーストラリアお
よびニュージーランドでの⽣のアプリコットカーネルを含む⾷品の店舗での販売を
禁じている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・C20H27NO11。分⼦量︓457.429。
・アンズ、モモなどのバラ科種⼦にある⻘酸配糖体。
・アミグダリンは、酵素（エムルシンや腸内細菌のβ-グルコシダーゼ）によって分
解されるとシアン化⽔素 (⻘酸、HCN) を発⽣する。シアン化⽔素は、チトクロムC
オキシダーゼに結合して細胞の呼吸を阻害する⾮常に強い毒物である (101)
（102）。
・果⾁中の⻘酸配糖体は、果実の成熟に従い酵素分解されて消失していく。また梅
⼲しや梅酒、梅漬けなどの加⼯は、アミグダリンの分解を促進すると⾔われ、それ
らの加⼯品ではアミグダリンの影響は⾮常に僅かであると考えられる。なお、アー
モンドには⽢味種と苦味種の⼆種類があり、⾷⽤である⽢味種 (カンキョウニン) は
ほとんどアミグダリンを含まない。

分析法 ・紫外可視検出器 (検出波⻑210、254 nm) を装着したHPLCにより分析されてい
る (1983220677) (1985042900) (1987012784) (1988162772) 。
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循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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